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１ 会 議 名  恵那農業高等学校 学校運営協議会  （第１回） 

 

２ 開催日時  令和４年９月１２日（火） 書面開催 

 

３ 開催場所  書面開催 

 

４ 参 加 者  委  員  大宮 康一 様 岐阜大学地域協学センター准教授 

臼田 浩通 様 岐阜県立国際園芸アカデミー教授 

岡庭  隆 様 保護司 

小椋日南恵 様 えな「たべる」プロジェクトアドバイザー 

楯  博子 様 恵那市立恵那西中学校長 

西尾 浩余 様 恵那市立大井第二小学校長 

田口 綾乃 様 卒業生保護者 

森本 富江 様 在校生保護者 

                                                                    

              学 校 側    伊藤 昭嘉 校長      丹羽 建一 教頭 

纐纈 和也 事務長     水野  歩 教務主任 

野々目佳世 進路指導部長  河島 隆浩 生徒指導部長 

波多野祥子 特別活動部長  野村 祐作 農場長 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

学校運営の方針について  

・教育指導の重点及び学校経営計画に関する事項 

およびスクールポリシーについて 

・学習活動に関する事項 

・進路指導に関する事項 

・生徒指導に関する事項 

・農場部に関する事項  

   学校運営の方針について  

 ①令和４年度教育指導の重点及び学校経営計画を書面にて委員より承認を得る。 

  ・教職員が授業しやすい環境づくりは生徒の能力の開花につながる。学習は生徒の内在 

する素質、能力を発展させる作用で叩き込むものではないと思う。 

  ・スクールポリシーについて目指す方向が具体化されており分かりやすいと思う。   

②学習活動に関する取組についての意見・提言 

 ・ＩＣＴ活用について小学校でも模索している。交流学習している「地産地消の給食」、

「やさい名人」の活動での活用が有効にできると良いと思う。 

③進路指導に関する取組についての意見・提言 



 ・社会との関わりで「なりたい自分」と「自分に出来ること」を学年に応じた目標と具

体の支援の成果として、共有することが大切であると思う。 

 ・進路に関わる情報をしっかり収集した支援により、進路状況から卒業生があらゆる分

野で活躍していると思う。２年生など早い時期から就職先・進学先の具体的情報に接

する点がよいと思う。 

 ・進学希望者への支援も丁寧に行っていると見受けられるが、中学校への具体的な情報

提供により高校進学決定の材料になると思う。 

 ・インターンシップなど、実際に働くことの喜びや大変さを体験することが大切である

限られた教職員数で大変だが多様な生徒の希望に応えてほしいと思う。 

④生徒指導に関する取組についての意見・提言 

 ・他者を思いやる心を育むには、まず一人一人が大切にされ居場所があることを実感で

きることが大切であると思う。また、コロナ禍での生徒の心身の課題は大きい、校種

を超えた連携を見直したいと思う。 

 ・ＳＳＴは具体的にどのようなことを行っているのか関心がある。あいさつの指導に関

してしっかりできている。あいさつや遅刻欠席しないことは社会に出て当然のことと

なるので、生活習慣の指導をしてほしいと思う。 

 ・いじめについて小中学校時代からの持ち越しなど、見えづらいものに注意が必要であ

る。 

 ・生徒会から要望されている「生徒心得」の改定に、きちんと対応されていることが良

いと思う。要望は適切だと思うので、生徒の主体性が尊重されるとよい。 

  ⑤農場部に関する取組についての意見・提言 

・専門的な技術を学べる学校で、実習の充実と関係資格取得、また地域とのつながりが 

よいと思う。とくに群制の導入、学科改編の効果がどのようになるか期待している。 

 

６ 会議のまとめ 

このように、書面にて委員より意見をいただいた。各委員それぞれの立場、知見による多方 

面から意見で、学校側からは見えにくいものや一般社会の視点など、学校運営に活かして行く 

べきものが多くあり、本年および今後の教育指導と学校経営に反映させたいと思う。 

また、よい評価をいただいた点は、学校経営上とても勇気になった。経営上の特徴として、 

さらに磨いていきたい。 


